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3　 　

は
じ
め
に

　
一
九
〇
三
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ト
兄
弟
が
世
界
初
の
有
人
動
力
飛
行
に
成
功
す
る
。
そ
の
後
発
動
機
を

付
け
た
航
空
機
の
開
発
が
急
激
に
進
み
、
一
九
一
四
年
七
月
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
各
国
は

兵
器
の
一
つ
と
し
て
実
戦
に
投
入
し
た
。

「
富
国
強
兵
」
を
掲
げ
る
近
代
帝
国
主
義
の
新
興
国
で
航
空
機
の
後
進
国
で
あ
っ
た
日
本
も
、
第
一
次
世
界

大
戦
に
参
戦
し
て
航
空
機
を
実
戦
で
使
っ
た
。
日
本
は
欧
米
諸
国
の
動
向
に
刺
激
さ
れ
て
航
空
機
に
関
心
を

抱
い
て
い
た
。

　
日
本
に
お
け
る
航
空
研
究
は
、
一
九
〇
九
年
七
月
に
陸
海
軍
や
大
学
関
係
者
が
「
臨
時
軍
用
気
球
研
究

会
」
を
創
設
し
た
時
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
欧
州
で
操
縦
を
学
ん
で
帰
っ
た
陸
軍
の
日
野
熊
蔵
と
徳
川
好
敏

が
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
に
代
々
木
練
兵
場
で
陸
上
機
で
の
日
本
初
飛
行
を
行
い
、
陸
軍
は
、
翌
一
九
一
一

年
四
月
に
国
内
初
の
航
空
基
地
で
あ
る
所
沢
飛
行
試
験
所
（
後
の
陸
軍
所
沢
飛
行
場
）
を
開
設
す
る
。
海
軍
も

一
九
一
二
年
一
〇
月
に
初
め
て
の
航
空
基
地
を
横
須
賀
（
追
浜
）
に
開
設
し
、
同
年
一
一
月
、
欧
米
か
ら
帰
っ

た
河
野
三
吉
と
金
子
養
三
が
水
上
機
で
の
初
飛
行
を
行
う
。
軍
用
航
空
機
と
航
空
基
地
の
歴
史
は
こ
う
し
て



4

始
ま
っ
た＊

＊

。

　
日
本
で
は
、
最
初
は
外
国
製
の
航
空
機
を
購
入
し
て
い
た
が
、
つ
ぎ
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
国
内

で
生
産
し
、
や
が
て
機
体
や
発
動
機
も
自
前
で
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
九
六

式
陸
上
攻
撃
機
や
零
式
戦
闘
機
を
つ
く
る
な
ど
技
術
は
向
上
し
た
。

　
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
戦
局
の
帰
趨
を
決
め
る
最
重
要
の
兵
器
と
し
て
、
総
力
戦
体
制
の
下
で

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
航
空
機
を
大
量
生
産
し
、
人
命
と
と
も
に
消
耗
戦
を
展
開
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
「
航
空
機
の
戦
争
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
（
本
書
で
は
「
満
州
事
変
」「
日
中
戦
争
」

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
の
全
体
を
表
す
時
に
は
「
十
五
年
戦
争
」
の
用
語
を
用
い
、
一
九
三
九
年
九
月
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
侵
攻
以
降
の
世
界
大
戦
全
体
を
指
す
場
合
に
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
と
言
う
）。

　
航
空
機
と
航
空
基
地
は
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
。

　
航
空
機
を
格
納
す
る
場
、
整
備
す
る
場
、
訓
練
す
る
場
、
作
戦
を
練
る
場
、
出
撃
や
退
避
を
す
る
場
、
そ

し
て
搭
乗
員
や
整
備
員
な
ど
が
起
居
す
る
の
が
航
空
基
地
で
あ
る
。
航
空
基
地
が
な
け
れ
ば
航
空
隊
員
も
育

た
な
い
し
実
戦
で
も
使
え
な
い
。
航
空
部
隊
の
数
が
増
え
る
と
航
空
基
地
も
増
え
、
勢
力
圏
が
拡
大
す
れ
ば

航
空
基
地
を
建
設
す
る
範
囲
も
広
が
っ
た
。

「
航
空
機
の
戦
争
」
の
帰
趨
を
決
め
た
最
大
の
イ
ン
フ
ラ
が
航
空
基
地
で
あ
っ
た
。

　
海
空
戦
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
は
制
空
権
が
必
要
だ
が
、
制
空
権
を
も
つ
た
め
に
は
自
軍
の
航
空
基
地

を
確
保
し
、
相
手
方
の
航
空
基
地
を
奪
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
東
ア
ジ
ア
や
南
太
平

洋
地
域
に
ま
た
が
る
広
大
な
領
域
で
戦
っ
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
よ
う
な
太

5　 　はじめに

平
洋
の
島
嶼
で
日
米
間
の
激
し
い
航
空
基
地
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本
土
決
戦
で
も
同
様
で
あ
り
、

米
軍
は
日
本
の
航
空
基
地
を
最
重
要
の
攻
撃
目
標
に
し
た
。

　
そ
し
て
航
空
基
地
の
歴
史
も
航
空
機
と
と
も
に
あ
っ
た
。

　
日
本
の
航
空
基
地
の
歴
史
は
、
最
初
の
航
空
基
地
を
開
場
し
て
か
ら
敗
戦
ま
で
三
五
年
の
短
い
期
間
だ
っ

た
が
、
こ
れ
は
兵
器
の
脇
役
だ
っ
た
航
空
機
が
十
五
年
戦
争
の
間
に
主
力
に
躍
り
出
て
、
最
有
力
兵
器
と
な

り
、
そ
し
て
航
空
基
地
と
と
も
に
壊
滅
し
た
歴
史
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
航
空
基
地
は
こ
の
間
、
と

く
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
加
速
度
的
に
増
え
、
国
内
外
で
建
設
し
た
航
空
基
地
の
数
は

膨
大
な
数
に
上
る
。
戦
局
を
打
開
す
る
た
め
に
は
「
航
空
機
の
戦
争
」
で
優
位
に
立
つ
ほ
か
な
く
、
航
空
基

地
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
た
だ
単
に
数
が
増
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
間
、
航
空
基
地
は
変
化
し
つ
づ
け
た
。
水
上
機
が

主
力
で
あ
っ
た
も
の
が
陸
上
機
に
な
り
、
航
空
機
が
大
型
化
し
、
ま
た
当
初
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
米
軍
に

よ
る
空
襲
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
か
ら
、
航
空
基
地
も
そ
の
都
度
姿
を
変
え
た
。
そ
の
歴
史
は
軽
視
さ
れ

て
き
た
が
、
航
空
基
地
は
戦
争
計
画
や
戦
局
に
応
じ
て
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
海
軍
航
空
基
地
が
生
ま
れ
、
変
遷
し
、
壊
滅
す

る
過
程
、
つ
ま
り
海
軍
航
空
基
地
の
形
成
と
崩
壊
の
歴
史
を
「
航
空
基
地
の
戦
争
」
と
捉
え
、「
航
空
基
地

の
戦
争
」
を
通
し
て
十
五
年
戦
争
の
実
態
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
国
内
外
で
五
〇
〇
カ
所
を
優
に
超
え
る
陸
海
軍
の
航
空
基
地
の
全
部
を
対
象
に
す
る
こ
と
は
現

状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
り
わ
け
国
外
の
最
前
線
の
航
空
基
地
は
基
礎
調
査
す
ら
行
わ
れ
て
お
ら
ず
実
態
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は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
本
書
は
沖
縄
な
ど
離
島
を
除
く
国
内
の
海
軍
航
空
基
地
を
主
要
な
対

象
に
し
て
、
基
礎
的
か
つ
仮
説
的
に
そ
の
歴
史
を
論
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
試
論
」
で
あ

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く＊

＊

。

　
本
書
は
、
ま
ず
第
１
章
で
航
空
基
地
研
究
の
現
状
と
課
題
を
論
じ
る
。
第
２
章
で
は
、
海
軍
航
空
基
地
が

増
加
す
る
に
至
っ
た
背
景
と
、
海
軍
が
最
終
的
に
何
カ
所
の
航
空
基
地
を
建
設
し
た
の
か
を
論
じ
る
。
第
３

章
で
は
、
国
内
各
所
の
お
も
な
航
空
基
地
建
設
の
経
過
を
年
次
的
に
確
認
す
る
。
第
４
章
で
は
、
航
空
基
地

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
に
つ
い
て
考
え
る
。
最
終
章
の
第
５
章
で
は
、
全
体
の
ま
と
め
と
し
て

航
空
基
地
の
歴
史
を
四
期
に
時
期
区
分
し
て
整
理
す
る
。
こ
の
章
で
、
海
軍
航
空
基
地
の
歴
史
は
お
お
よ
そ

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
最
後
に
補
論
で
、
本
書
を
書
く
き
っ
か
け
と
な
っ

た
島
根
県
出
雲
市
の
大
社
基
地
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
な
お
本
書
で
は
、「
飛
行
場
」
を
滑
走
路
や
エ
プ
ロ
ン
（
駐
機
場
）
な
ど
航
空
機
が
実
際
に
飛
行
す
る
時
に

使
う
施
設
を
指
し
て
用
い
て
い
る
。
ま
た
、「
航
空
基
地
」
は
「
飛
行
場
」
だ
け
で
な
く
、
格
納
庫
、
庁
舎
、

兵
舎
、
燃
料
庫
な
ど
を
含
め
た
施
設
全
体
を
指
し
て
用
い
て
い
る
。

　
航
空
兵
力
を
訓
練
や
実
戦
で
運
用
す
る
際
に
組
織
し
た
部
隊
が
「
航
空
隊
」
で
あ
り
、
航
空
隊
の
編
成
単

位
が
「
飛
行
隊
」
で
あ
っ
た
。
飛
行
隊
一
隊
は
、
最
初
、
常
用
機
四
機
、
補
用
機
二
機
で
編
成
し
た
が
、
そ

の
後
飛
行
隊
の
規
模
は
著
し
く
拡
大
し
た
。

海
軍
航
空
基
地
の
形
成
と
崩
壊
　
横
須
賀
か
ら
大
社
ま
で
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5253　 　第 3 章　海軍航空基地建設の概観

　
こ
の
章
で
は
海
軍
が
航
空
基
地
を
建
設
す
る
経
過
を
具
体
的
に
確
認
し
た
い
。

　
そ
の
前
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
前
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
航
空
隊
編
成
の
動
向
が
航
空
基
地
の
建
設
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
航
空
隊
の
編
成
と
航
空
基
地
建
設
と
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る＊

＊

。

　
た
と
え
ば
す
べ
て
の
航
空
基
地
に
基
地
航
空
隊
を
配
属
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
設
航
空
隊
が
駐
屯
す
る
航
空
基
地
も
、

訓
練
用
や
不
時
着
用
に
つ
く
っ
た
航
空
基
地
も
あ
っ
た
。
ま
た
基
地
航
空
隊
が
開
隊
す
る
以
前
に
、
分
遣
隊
な
ど
が
駐
屯
す

る
た
め
に
航
空
基
地
が
開
場
し
て
い
た
場
合
も
あ
る
か
ら
、
基
地
航
空
隊
の
開
隊
年
次
と
航
空
基
地
の
開
場
年
次
と
が
つ
ね

に
一
致
す
る
わ
け
で
も
な
い＊

＊

。
逆
に
航
空
隊
は
開
隊
し
て
も
、
駐
屯
す
る
予
定
の
航
空
基
地
が
未
完
成
だ
っ
た
た
め
に
、
他

の
基
地
で
訓
練
を
始
め
る
場
合
や
、
航
空
基
地
が
工
事
中
で
も
概
ね
で
き
た
状
態
で
い
ち
早
く
航
空
隊
が
開
隊
す
る
場
合
も

あ
っ
た＊

＊

。

　
第
二
に
、
航
空
基
地
の
変
遷
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
空
基
地
の
計
画
作
成
、
用
地
取
得
、
工
事
着
工
、
竣
工
、

当
初
の
整
備
状
態
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
時
期
や
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
計
画
・
設
計
→
用
地
取

得
→
建
設
の
時
期
や
そ
の
過
程
や
実
態
を
資
料
で
確
認
で
き
る
航
空
基
地
は
皆
無
に
近
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
自
治
体

史
・
郷
土
誌
に
断
片
的
に
残
さ
れ
た
住
民
の
記
憶
や
記
録
に
頼
る
ほ
か
な
い
か
ら
、
事
実
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま

た
航
空
基
地
は
滑
走
路
の
延
長
や
防
空
設
備
強
化
、
あ
る
い
は
本
土
決
戦
な
ど
の
た
め
に
二
次
、
三
次
と
拡
張
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
建
設
竣
工
の
時
期
や
状
態
も
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
限
界
を
承
知
し
た
う
え
で
、
い
く
つ
か
の
時
期
に
区
切
っ
て
、
主
要
な
海
軍
航
空
基
地
の
建
設
動
向
を
概
観

す
る
。

│
１
│ 

一
九
一
〇
年
代
～
満
州
事
変
開
戦
ま
で
に

　
　 

開
場
し
た
海
軍
航
空
基
地

　
一
九
一
二
年
一
〇
月
、
海
軍
は
最
初
の
航
空
基
地
で
あ
る
横
須
賀
を
開
場
す
る
。
こ
の
横
須
賀
か
ら
一
九
三
〇
年
六
月
に

開
場
す
る
館
山
ま
で
を
ま
と
め
る
。

横
須
賀
航
空
基
地
［
両
用
基
地
、
神
奈
川
県
］（
写
真
１
）

　
陸
海
軍
が
一
九
〇
九
年
に
合
同
で
設
立
し
た
「
臨
時
軍
用
気
球
研
究
会
」
が
陸
軍
主
導
で
あ
っ
た
た
め
、
海
軍
は
独
自
に

一
九
一
二
年
六
月
、「
海
軍
航
空
術
研
究
委
員
会
」
を
横
須
賀
に
創
設
す
る
。
こ
の
委
員
会
が
同
年
一
〇
月
、
横
須
賀
の
追

浜
に
東
西
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
確
保
し
、
海
岸
を
埋
め
立
て
て
海
軍
で
は
初
め
て
の
水
上

機
用
の
航
空
基
地
（
以
下
、
水
上
基
地
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
横
須
賀
を
建
設
し
た
。
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そ
の
後
一
九
一
六
年
四
月
に
、
海
軍
初
の
航
空
部
隊
で
あ
る
横

須
賀
航
空
隊
を
配
置
し
、「
三
百
八
十
坪
の
大
格
納
庫
」「
飛
行
機

修
理
庫
」「
間
口
三
十
三
間
、
奥
行
十
一
間
の
大
格
納
庫
」
を
建

設
し
た
と
い
う＊

＊

。
航
空
機
を
保
管
す
る
た
め
の
大
型
格
納
庫
を
飛

行
場
に
置
く
こ
と
は
、
霞
ケ
浦
な
ど
で
も
確
認
で
き
、
当
時
の

一
般
的
な
飛
行
場
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
水
上
機
に
比

べ
高
速
の
陸
上
機
も
必
要
と
考
え
た
た
め
、
一
九
一
八
年
か
ら

陸
上
機
用
の
航
空
基
地
（
以
下
、
陸
上
基
地
と
呼
ぶ
）
の
建
設
も
始
め
、

一
九
二
六
年
三
月
に
完
成
し
た
。
埋
め
立
て
地
は
約
一
五
万
坪
で
、

そ
の
う
ち
約
一
一
万
坪
が
陸
上
飛
行
場
用
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
横
須
賀
は
水
陸
両
用
の
航
空
基
地
と
な
っ
た
。

　
ま
た
こ
こ
は
航
空
教
育
の
拠
点
、
予
科
練
誕
生
の
地
で
あ
り
、

偵
察
教
育
、
兵
器
教
育
、
整
備
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
教
育
や
研
究
を
行
う
「
海
軍
航
空
に
お
け
る
最
高
の
教
育
機

関
」
で
あ
っ
た＊

＊

。
周
辺
に
は
横
須
賀
鎮
守
府
、
海
軍
航
空
工
廠
ほ

か
海
軍
関
係
の
政
治
、
人
事
、
経
理
、
技
術
な
ど
の
機
関
が
集
中

し
、
海
軍
中
枢
を
形
成
し
た
。「
海
軍
航
空
の
〈
メ
ッ
カ
〉」
と
も

言
わ
れ
て
い
る＊

＊

。

夏島

貝山貝山

野島

格納庫

海軍航空工廠
庁舎・兵舎

滑
走
路

滑走台

写
真
1
　
横
須
賀
航
空
基
地

野
島
、
夏
島
、
貝
山
が
点
在
す
る
海
岸
を
埋
め
立
て

て
建
設
し
た
。
水
上
機
用
の
滑
走
台
や
格
納
庫
、
陸

上
機
用
の
滑
走
路
、
海
軍
航
空
工
廠
の
順
に
拡
大
し

た
。
滑
走
路
は
最
終
的
に
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
本
が
あ
っ
た
。

　
最
初
は
水
上
基
地
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
海
面
を
埋
め
立
て
て
陸
上
基
地
も
造
成
し
た
た
め
に
平
面
プ
ラ
ン
は
不
整
形

で
あ
る
。

　
以
下
、
い
く
つ
か
の
航
空
基
地
に
つ
い
て
は
米
軍
（
進
駐
軍
）
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
を
参
考
ま
で
に
掲
載
す
る
。
た
だ

し
こ
れ
ら
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
敗
戦
後
で
あ
り
、
航
空
基
地
が
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
た
最
終
段
階
の
姿
で
あ
っ
た

こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
写
真
出
典
は
巻
末
に
記
載
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
空
基
地
の
建
設
の
経
過
、
用

地
買
収
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
自
治
体
史
や
各
地
の
郷
土
誌
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
個
別
に
掲
載
す
る
と
煩
雑
に

な
る
た
め
に
、
巻
末
に
「
海
軍
航
空
基
地
参
考
文
献
一
覧
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
世
保
航
空
基
地
［
両
用
基
地
、
長
崎
県
］

　
一
九
一
四
年
頃
か
ら
用
地
買
収
を
始
め
た
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
建
設
過
程
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
に
水
上
基
地
を
建
設
し
、
海
軍
で
は
初
め
て
の
実
用
の
水
上
偵
察
部
隊
で
あ
る
佐
世
保
航
空
隊
が
開
隊
し

た
。
工
事
中
の
開
隊
で
あ
り
、
庁
舎
や
兵
舎
の
完
成
は
一
九
二
二
年
だ
っ
た
。『
公
文
備
考
　
昭
和
一
二
年
Ｋ
土
木
建
築
巻

一
〇
』（
以
下
『
公
文
備
考
Ｋ
』
と
略
称
す
る
）
や
『
公
文
備
考
　
昭
和
一
二
年
Ｐ
会
議
巻
五
』（
以
下
『
公
文
備
考
Ｐ
』
と
略
称
す
る
）

に
は
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
の
用
地
買
収
の
記
録
が
残
る＊

＊

。
水
上
基
地
周
辺
の
海
面
を
埋
め
立
て
基
地

の
拡
張
を
進
め
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
『
海
軍
航
空
基
地
諸
元
表
』
で
は
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
芝
生
の
飛
行
場
も
掲
載
し
、
水
陸
両

用
基
地
と
し
て
い
る＊

＊

。
お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
に
陸
上
基
地
と
し
て
も
整
備
し
た
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
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で
あ
る
。

霞
ケ
浦
航
空
基
地
［
両
用
基
地
、
茨
城
県
］（
写
真
2
）

　
一
九
一
九
年
か
ら
用
地
取
得
を
始
め
広
大
な
敷
地
を
確
保
し

た
。
海
軍
で
は
最
初
に
建
設
し
た
本
格
的
な
陸
上
基
地
で
あ
っ
た
。

一
九
二
一
年
七
月
に
開
場
し
、
翌
年
霞
ケ
浦
航
空
隊
が
開
隊
し
た
。

ま
た
霞
ケ
浦
湖
畔
に
は
水
上
基
地
も
つ
く
り
、
水
陸
両
用
の
航
空

基
地
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
九
年
か
ら
予
科
練
教
育
を
こ
こ
で
行
っ
た
の
で
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
で
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
一
年
一
〇
月
の
海
軍
航
空
廠
令
に
よ
っ
て
第
一
海
軍
航
空

廠
を
設
置
し
た
。
水
上
基
地
は
一
九
四
〇
年
三
月
に
土
浦
と
し
て

独
立
し
、
予
科
練
教
育
も
こ
こ
で
行
っ
た
。

大
村
航
空
基
地
［
陸
上
基
地
、
長
崎
県
］

　
建
設
過
程
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
一
九
二
二
年
に
単
独
の
陸
上

基
地
と
し
て
初
め
て
開
場
し
大
村
航
空
隊
を
配
置
し
た
。
佐
世
保

鎮
守
府
と
の
関
係
が
深
く
、
一
九
二
九
年
以
降
は
、
佐
世
保
鎮
守

写
真
2
　
霞
ケ
浦
航
空
基
地

海
軍
で
は
最
初
に
建
設
し
た
陸
上
航
空
基
地
で
あ

る
。
広
大
な
芝
生
の
滑
走
帯
で
、
最
終
的
に
は

二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
一
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
規
模

と
な
っ
た
。
土
浦
航
空
基
地
と
の
間
は
「
海
軍
道

路
」
で
結
ん
だ
。

滑走帯

第一海軍航空廠

土浦　庁舎・兵舎

第一軍需工廠

庁舎・兵舎

中央格納庫

押収格納庫

海軍道路

府
所
属
の
航
空
母
艦
「
加
賀
」
の
艦
載
機
の
訓
練
基
地
と
な
っ
た
。

一
九
三
七
年
に
成
立
し
た
③
計
画
で
拡
張
し＊

＊

、
中
国
大
陸
へ
の
渡

洋
爆
撃
で
も
使
用
し
た
。

　
一
九
四
一
年
一
〇
月
、
当
時
は
東
洋
一
と
言
わ
れ
、
五
万
人
の

工
員
を
擁
し
た
第
二
一
海
軍
航
空
廠
を
置
き
、
航
空
機
や
発
動

機
、
爆
弾
な
ど
を
製
造
し
た
。
飛
行
場
の
平
面
プ
ラ
ン
は
当
初

一
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
正
方
形
で
建

設
し
、
後
に
拡
張
し
た
よ
う
で
あ
る＊1

＊

。

呉
航
空
基
地
［
両
用
基
地
、
広
島
県
］（
写
真
３
）

　
一
九
一
七
年
頃
か
ら
用
地
買
収
も
進
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
基

地
建
設
に
至
る
経
過
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
横
須
賀
、
佐
世
保

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
軍
港
な
ど
の
要
地
に
航
空
隊
を
置
く
計
画

に
も
と
づ
き
、
一
九
二
五
年
四
月
に
水
上
基
地
を
建
設
し
、
水
上

航
空
隊
の
佐
世
保
航
空
隊
広
分
遣
隊
を
置
い
た
。
広
分
遣
隊
は

一
九
三
一
年
六
月
に
水
上
偵
察
部
隊
の
呉
航
空
隊
と
し
て
独
立
し

た
。
同
年
か
ら
陸
上
基
地
の
用
地
取
得
も
開
始
し
、
翌
年
一
月
に

工
事
着
工
、
そ
し
て
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
は
陸
上
基
地
も
完
成

燃料庫

滑走台

庁舎・兵舎

陸上機格納庫

水上機格納庫

滑
走
路

海軍工廠

写
真
3
　
呉
航
空
基
地

海
岸
を
埋
め
立
て
て
水
上
機
用
の
滑
走
台
を
つ
く

り
、
後
に
陸
上
機
用
の
滑
走
路
を
つ
く
っ
た
。
滑

走
路
は
斜
め
に
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
あ
っ

た
。
対
岸
に
は
海
軍
工
廠
も
あ
り
、
横
須
賀
と
同
様

に
周
辺
に
は
海
軍
関
連
施
設
が
林
立
し
て
い
た
。
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